
NPO法人CANPANセンター代表理事の山田泰

久氏は、NPOの組織運営に関し、インターネット

を活用した情報発信の考え方や効果的な発信方

法などについてワークショップを交えながら解説

しました。

はじめに山田氏は、CANPANセンターの概要

（「日本の公益活動に携わる方、またはそれを応

援する方に対し、ウェブサイトを使った情報提

供、およびコミュニケーションをサポートする事業

を行い、国内の公益活動の活性化に寄与するこ

とを目的に設立。情報発信支援のほか、低額で

利用できるオンライン決済による寄付募集ツー

ルの提供などを通じて市民活動を支援」）に触

れ 、 コ ミ ュ ニ テ ィ サ イ ト で あ る 「 C A N P A N 」

（http://fields.canpan.info/）を活用する上での3

つのポイントを紹介しました（図1）。

この後、参加した各団体が6グループに分か

れ、それぞれ自己紹介を行い、活動内容や使用

している発信ツールと発信内容について情報共

有するワークショップが行われました。発信ツー

ルに関しては、ホームページを保有している団

体、会報誌を発行している団体はほぼすべて、

フェイスブックを使用しているのは約7割、ツイッ

ターは4分の1ほど、ブログは少数という結果で

した。

山田氏は「全国には今、約5万1千のNPO法人

があり、コンビニエンスストアの約5万5千店舗と

近い数になっています。しかし、その存在は残念

ながらあまり知られていません。みなさんが積極

的に情報を発信しなければ気付いてもらえない

ことを理解してください。よい団体とは、よい活動

はもちろん、よい情報発信をしている団体のこと

です」と述べ、情報開示・情報発信の意義につい

て3つの見解を示しました（図2）。併せて、認知度

向上のため、「よい活動」をインターネットなどで

可視化し、その活動の価値を広く流布させること

の大切さを強調しました（図3）。

続いて山田氏は、情報発信を受益者のための

もの（ターゲットは患者、家族、一般市民など）と

組織運営のためのもの（ターゲットはボランティ

ア、寄付者、支援者、助成機関、企業など）に分

けて考える必要があり、その内容は「自分たちが

伝えたいことではなく、相手が知りたいことでなけ

れば受け入れられません」と話し、情報コンテン

ツをつくる上でのマーケティング的な考え方を列

挙しました（図4）。
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図1　CANPAN活用の3つのポイント
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また、媒体としては自社メディア、マスメディ

ア、広告メディア、ソーシャルメディが、インター

ネットを活用した場合ではホームページやブロ

グ、SNSなどがあり、SNSでは口コミが重要にな

ること、新聞発行部数の減少、スマートフォン利

用者の増加といった現状に鑑み、スマートフォン

対策（画面表示など）、さらにはブログやフェイス

ブック、ツイッター活用の必要性を訴え、発信内

容に関する3つのポイントを示しました（図5）。

この後、2回目のワークショップが行われ、そ

れぞれが情報発信の現状について紹介し、情報

を共有しました。
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図2　情報開示・情報発信の意義 図3　NPOの情報発信

図4　コンテンツマーケティングな考え方 図5　発信内容の3つのポイント
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次に山田氏は、①インターネット活用のメリット

として、タイムリーな情報発信や検索対象となる

情報のストックが可能、②インターネットに求めら

れるのは、細分化された専門性の高い情報や地

域に根差した情報、③情報の発信だけでなく、発

見のされ方にも工夫が求められ、キーワード検

索を意識したコンテンツづくりなどが欠かせな

い、④情報の信頼性を得るためには、団体、そ

の活動、運営スタッフ、それぞれの「顔が見える

情報発信」が重要──などの点を指摘しました。

情報発信ツールについては「ストック情報」「フ

ロー情報」「個人」「団体」のそれぞれの観点から

何を選択したらいいのかを判断することが大切

だと述べ（図6）、各ツールの使い分けを示しまし

た（図7）。

また、情報発信力を高めるには広報体制の強

化も求められるとして、分業化（現場に近い人が

原稿を作成し、広報担当が編集・サイトアップ）、

計画化（サイトアップする情報の月間および年間

のスケジュールをつくる）、事業化（情報発信そ

のものを事業の一部にする）の重要性を訴えまし

た。さらに、「情報発信力を高める秘訣」として2

つの方法を提案し（図8）、ソーシャルメディアの

活用に関しては、情報発信の基本はホームペー
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図6　NPOのWeb系発信ツール

図7　各サイトの使い分け

図8　情報発信力を高める秘訣
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ジとブログであり、フェイスブックやツイッターは

情報拡散と接触回数の増加を目指すものと述

べ、「ブログ・フェイスブックによる発信内容のヒ

ント」（図9）、「ブログのテクニック」（図10）につい

ても紹介しました。

この後、最後のワークシヨップが行われ、情報

を届けたい相手を2つ選び、その届け先に対し、

どのようなコンテンツを発信していくのか、どのよ

うなコンテンツを充実させたいか、その際にはど

のようなツールで届けたいか──を各団体でま

とめ、情報を共有しました。

最後に山田氏は「本日、3時間ほどお付き合い

いただいたわけですが、私のお話しで、明日から

の情報発信に劇的に効果が出るということはな

いでしょう。情報発信は、即効性はありませんが

、継続して実施していると、半年後には効果が現

れてくるはずです」と締めくくりました。
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図9　ブログ・Facebookによる発信内容のヒント

図10　ブログのテクニック


